
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

 

１. 観光地域づくり法人の組織 

 

申請区分 

※該当するもの

を〇で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり

法人の名称 

（一社）信州とうみ観光協会 

マーケティング･

マネジメント対

象とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

長野県東御市 

所在地 長野県東御市田中 279 

設立時期 平成 29 年 9 月 1 日 

職員数 ４人【常勤３人（正職員２人・出向等１人）、非常勤１人】 

代表者（トップ

人材：法人の取

組について対外

的に最終的に責

任を負う者） 

※必ず記入する

こと 

（氏名） 

峯村 文博 

（出身組織名） 

東御市観光協会 

湯の丸観光開発（株） 

（一社）信州とうみ観光協会の会長として、東御市

をはじめ周辺地域の様々なパイプ役となっており、在

任期間中、様々な取組で成果を挙げている。 

 また、湯の丸観光開発（株）の社長として、東御市

の観光産業を牽引する湯の丸高原エリアでホテルやス

キー場を経営している。 

データ収集・分

析等の専門人材

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティ

ング・オフィサ

ー 

※必ず記入する

こと 

（氏名） 

早川 一夫「専従」 

（出身組織名） 

株式会社 電弘 

県内の大手広告代理店のシンクタンクで広報・プロ

モーションの企画開発に従事。マーケティングに関し

て豊富な知見と能力を持つ。また長野県など地方自治

体における各種イベントのコーディネイトを多数手が

けている。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシ

ャル・オフィサ

ー） 

※必ず記入する

こと 

（氏名） 

田母神 禎子「専従」 

（出身組織名） 

東御市観光協会事務局 

（一社）信州とうみ観光協会の事務局として、市内

外の観光業者や農商工事業者、地域団体との連絡調整

に携わっており、経理を中心に観光案内等のコンシェ

ルジュ窓口業務を担っている。 

各部門（例：プ

ロモーション）

の責任者（専門

人材） 

※各部門責任者

のうち専従の者

については、氏

名の右横に「専

（氏名） 

山本 恵子 

（出身組織名） 

東御市役所 出向 

地域と連携した観光資源の発掘と着地型旅行商品づ

くりなど企画力に優れているともに、ICT に精通して

おり、Web メディアを活用したプロモーションにスキ

ル・ノウハウを有している。 
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従」と記入する

こと 

連携する地方公

共団体の担当部

署名及び役割 

長野県東御市 

商工観光課（マーケティング、観光資源維持管理、地域交通） 

企画振興課（シティプロモーション） 

文化・スポーツ振興課（スポーツツーリズム） 

6 次産業化推進室（ワイン振興） 

  地域づくり・移住定住支援室（地域資源振興） 

  農林課（地域産品振興） 

  建設課（社会資本整備） 

  教育委員会（文化財保護、文化・芸術振興、通訳ボランティア育成） 

上田地域広域連合（広域連携） 

小諸市商工観光課、上田市観光課、群馬県嬬恋村  

連携する事業者

名及び役割 

東御市商工会（地域デマンド交通） 

（一社）とうみ湯の丸高原スポーツコミッション、（公財）身体教育医学研究所

（以上、スポーツツーリズム、ヘルスツーリズム） 

東御市飲食店組合、東御市工業振興会、JA信州うえだ農業協同組合、JA佐久浅間

農業協同組合、（株）信州東御市振興公社、湯の丸観光開発（株）、有限会社雷電

くるみの里（以上、地域特産品開発協力） 

東御ワインぶどう協議会、田中地区地域づくりの会、中心市街地活性化協議委員

会、しげの里づくりの会、祢津地域づくりの会、和地域づくりの会、御牧ふれあ

いの郷づくり協議会、NPO 海野宿トラスト（以上、地域活性化促進） 

八十二銀行田中支店（金融相談）、 

しなの鉄道株式会社、(有)カクマハイヤー、松葉タクシー(有)、草軽観光株式会

社、千曲バス株式会社、ＩＰＤロジスティクス㈱、交通システム運行委員会（以

上、旅行商品開発、アクセス改善） 

官民･産業間･地

域間との持続可

能な連携を図る

ための合意形成

の仕組み 

【該当する登録要件】① 

・DMO の意思決定に関与する理事会の設置 

DMO の理事には、宿泊事業者、東御市副市長、東御市商工会長、（株）信州

東御市振興公社取締役、JA 信州うえだ東御支所長、八十二銀行田中支店長、

東御ワインぶどう協議会長、地域の観光資源の関係者、総勢 11名が参画し、

地域一体となった観光地域づくりの戦略形成、定期的な見直しに取り組んで

います。 

 

・地域観光事業者や商工業者で構成される会員向け総会の実施 

 宿泊事業者、飲食事業者、交通事業者、建築業、ワイナリー事業者、商工

業事業者、農産物生産者等、総勢 130 社が会員となっており、毎年度事業終

了後、行政も交えて、事業の経過説明及び来年度の事業計画、観光地域づく

りの戦略について報告、意見交換を行う総会を実施しています。 

 

 

地域住民に対す

る観光地域づく

りに関する意識

啓発・参画促進

の取組 

 

 

・タウンミーティングの実施 

地域住民や観光事業者に向け、市の観光ビジョンや観光地域づくりの方向性

を共有し、住民参加の観光のあり方についての啓発と意見集約を兼ねたタウン

ミーティングを年に 3回開催します。 

法人のこれまで

の活動実績 

（活動の概要） 
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事業 実施概要 

情報発信・プ

ロモーション 

・平成 30年度～（継続） 情報発信一元化事業 

ホームページや Facebook を活用した、主催イベントや市

内のイベント、観光情報の一元的な発信を実施。（令和元

年度：655,979、令和 2年度：628,819、令和 3年度：

681,073） 

・平成 30年～（継続） メール配信事業 

メーリングリスト（とうみファン倶楽部）を通して、市内

の観光情報を発信。（令和元年度 390、令和 2年度：516、

令和 3年度：865） 

・令和元年度〜令和 2年度 YouTube 事業 

YouTube を活用し、動画による観光情報、地域情報の発信

を実施。（令和元年度：40 本アップ、最高視聴回数

14,684、令和 2年度：24本アップ、最高視聴回数

29,028） 

受入環境の整

備 

・平成 30年度、令和元年度 観光二次交通検証事業 

ワインツーリズムの交通整備のため、ワイナリーを巡る観

光二次交通の社会実験を実施。（平成 30年度乗車数 555

人、令和元年度：288 人） 

・令和元年度〜（継続）  ワインタクシー実施事業 

ワイナリーを巡るタクシーの商品化、運営。 

（利用者数 令和元年度：11件 32 人、令和 2年度：13 件 31

人、令和 3年度：11 件 33 名） 

・令和元年度 インバウンドパンフレット作成事業 

しなの鉄道沿線広域インバウンド連絡会と連携して英語、

中国語のパンレットを協働作成。 

・令和元年度 インバウンド向け情報発信事業 

訪日外国人を対象とするボランティアグループ「おもてな

しネットワーク」と連携し、インバウンド向け HP、パンフ

レットの制作。 

・平成 30年度～（継続） 観光ガイド受入れ事業 

北國街道海野宿での観光ガイドの受け入れ、および湯の丸

高原での自然観察ガイド、ネイチャーガイダンス（講

座）、クラフトづくりなどの実施。（令和元年度：186 件、

令和 2年度：14 件、令和 3年度：8件） 

・令和 3年度 e バイク活用実証実験 

 e バイク（２台）による市街地及び湯の丸高原、近隣市町

村を含む観光利用の実証実験の実施。（利用者：51 名） 

観光資源の磨

き上げ 

・平成 30年度（継続）グリーンツーリズム事業 

東御市型グリーンツーリズムとして、農業体験や自然観

察、クラフトづくりなど、東御市ならではの体験を担う事

業者を発掘、商品化し、販売。（令和元年度：83件、令和

2年度：新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から受け

入れ中止、令和 3年度：1件及びワイン収穫体験の紹介） 

・令和元年度〜 高地トレーニング体験セミナー実施 

GMO アスリーツパーク湯の丸（高地トレーニング施設）を

活用したツアー商品の造成。（令和元年度：31 人、令和 2
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年度：34名の申し込みがあったが、直前で中止、令和 3年

度：新型コロナのため中止） 

（定量的な評価） 

・情報発信、プロモーション事業 

 主な情報発信ツールである観光協会 HP は、Facebook や Instagram といった SNS

と相互に連携させ、ダイレクトに情報を伝えるメーリングリスト（とうみファ

ン倶楽部）や SNS での発信とも相互にリンクさせているが、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で、アクセス数は目標値を下回っている。また、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響で市外、県外でのプロモーションはほぼ中止となっ

た。今後、デジタルを活用した観光客の行動、ニーズの分析と合わせて情報発

信方法の検討、実施に努める。（6.KPI 参照） 

・受け入れ環境の整備 

DMO 候補法人として行政と連携する中で、主にソフト面での受け入れ環境の整

備を担っている。ワイナリーへの訪問をはじめとした市内観光のためのアクセ

ス整備として、ニーズの把握や来訪者の分析のための社会実験を実施し、それ

により市内ワイナリーを数か所巡ることができる、ワインタクシーを整備する

ことができた。（令和 2年度：乗車数 31名、令和 3年度：乗車数 33 名）令和

2、3年度については、新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、乗車数は伸

び悩んでいるが、三密を避けた市内観光のプログラムのひとつとして、運行を

継続する。 

 また、体験型観光として、北國街道海野宿及び湯の丸高原において、それぞれ

観光ガイドを実施している。海野宿ガイドについては、令和 2年度から NPO 法

人海野宿トラストに受け入れ窓口を移管し（サポートは継続）、地域の自主的な

運営へと推移。令和 2、3年度はいずれも利用者数が減少しているが、ガイドレ

シオを変更し、新型コロナウイルス対策を行ったうえで、安心・安全にガイド

を行うよう取り組んでいる。 

・観光資源の磨き上げ 

東御市型グリーンツーリズムは、ワイン用ぶどうやブランド米・野菜等の栽

培、収穫体験の他、かご作り、自然観察等の 36種の体験を商品化し、令和 30

年度は 30件、令和元年度は 83件の受け入れをした。令和 2、3年度は新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響を受け、受け入れを中止。継続して受け入れている

ツアーの実施とワイン用ぶどうの収穫体験の紹介のみを行った。 

 

また、令和元年度に続き、高地トレーニング施設を活用したツアーを造成した

が、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、中止となった。 

 

実施体制 

※地域の関係者

との連携体制及

び地域における

合意形成の仕組

みが分かる図表

等を必ず記入す

ること（別添

可）。 

（実施体制の概要） 

（一社）信州とうみ観光協会が中核となり、行政、宿泊事業者、飲食事業者、

交通事業者、農産物生産者など、地域の多様な関係者が参画し、官民が密接に

連携して運営を実施している。行政が主導する、有識者や市民を委員とした観

光まちづくり会議において市の観光ビジョンを策定し、それらを元に、行政と

観光協会が戦略の共有。観光協会は、地域観光事業者や行政などによる理事会

を戦略決定機関とし、総会において戦略や各種データの分析結果を報告、同意

を得ている。さらに、地域住民を対象としたタウンミーティングを実施、行政

からは観光ビジョン等、市の戦略の説明、観光協会からは DMO 法人としての戦

略及び地域観光づくりについて、周知を図っている。 
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（実施体制図） 

 
 

 

２. 観光地域づくり法人がマーケティング･マネジメントする区域  

 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

東御市は長野県の東部に位置し、県都長野市までは約 45km の距離にあり、首都東京より約 150km

の圏域にある。北は群馬県嬬恋村に、西は上田市に、南は立科町、佐久市に、東は小諸市に接し、

市域は東西 14.7km、南北 16.5km、総面積は 112.3ｋ㎡であり、2004 年 4 月に旧東部町と旧北御牧

村が合併して誕生した市である。 
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【区域設定の考え方】 

 観光事業者をはじめ各種団体、農商工事業者らが参画した「観光まちづくり会議」において、

平成 27 年度から向こう 10 年間における観光地域づくりの方向性や観光施策の計画的かつ戦略的

な推進に関する新たなビジョンを策定。このビジョンにおいて、本市の観光の現状と課題を明ら

かにした中で、標高差 1,500ｍの変化に富んだ地勢の強みや豊かな地域資源の魅力を活かした東御

市ならではの「地域ストーリー」によって体験・滞在プログラムを創出していくことの方向性が

確認されたため、東御市内を区域に設定した。 
 

 

【観光客の実態等】 

 東御市には、市内最高峰の標高 1,750ｍ～2,000ｍに位置する上信越高原国立公園内の「湯の丸

高原」、標高 500ｍ付近を東西に流れる千曲川沿いに旧北国街道の面影を残す“重要伝統的建造物

群保存地区”指定の「海野宿」、標高 700ｍのパノラマ台地に整備された「芸術むら公園」など、

標高差 1,500ｍの域内に多彩で魅力的な観光資源を有しているほか、巨峰、しなのくるみといった

特産物や本市特有のテロワールを活かして急速に拡大しているワイン産業など、東御市ならでは

の豊かな農産物資源＝「食」の強みも相まって、年間 130 万人程の観光客が訪れている。 
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令和 2年 3月以降、新型コロナウイルスの影響により市内観光地の来訪者数は約 40％減少してい

る。特に令和元年 10 月の台風 19号によりアクセス橋が落橋した海野宿については、平成 30 年と

比較して約 90％の落ち込みが見られ、横ばいとなっている。 
 

 
 

客層の主な特徴としては、関東居住の 50代以上が半数以上を占めている。次いで甲信越地方とな

っているが、長野県内からの来訪者が主である。新型コロナウイルスの影響により、近隣での観

光が多く、首都圏から近い当市の特徴が表れていると考えられる。 

 

 
 

 

 

 

 

 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

H29 H30 H31/R1 R2 R3

市内観光地利用者数

湯の丸高原 海野宿 芸術むら公園 道の駅雷電くるみの里

0.7%

3.4%

4.7%

2.5%

14.4%

7.9%

5.9%

5.2%

0.0%

15.1%

12.9%

9.1%

20.0%

20.2%

19.9%

16.2%

26.2%

24.5%

23.4%

20.7%

38.6%

27.3%

32.4%

45.3%

0.0%

1.6%

0.8%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

東御市R3年（n=145）

東御市R2年度（n=240)

東御市R1年度（n=256)

東御市H30年度（n=1044)

来訪者年齢層

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答
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令和 3年の延べ宿泊者数は、信州割等の観光需要喚起策もあり前年比で約 2.3 倍と回復の兆しは

見られるが、R1年以前の水準までには戻っていない。 

 

 
 

 

観光消費額も延べ宿泊者数と同様回復傾向にあるが、R1 の水準には戻っていない。 

 

57.2%

31.7%

4.1% 3.4% 2.1% 0.7% 0.7%

0.0%
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20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

関東 甲信越 東海 関西 東北 北陸 北海道

来訪者居住地

60,938 62,628 
59,762 59,981 

15,031 

34,891 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3

延べ宿泊者数（人）
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【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

 

〔山岳エリア〕 

標高 1,750ｍ～2,000ｍ 

 湯の丸山、烏帽子岳などに代表される浅間山連峰の西端に位置し、池の平湿原、臼窪湿原、レ

ンゲツツジの大群落、コマクサ園といった豊かな自然環境を持つエリア。夏場はトレッキングや

自然観察、キャンプといったレクリエーションを目的に訪れる人が多く、冬場やスキー、スノー

ボード、スノーシューといったスノーアクティビティでの観光がメインとなっている。 

 平成 30年度に、高地トレーニング施設（陸上トラック、トレイルランコース、宿泊施設）が開

設され、令和元年度には、日本で唯一の高地トレーニングプールがオープンした。トップアスリ

ートが利用するそれらの施設を活用した、トレーニングツアーの実施やイベント、高地トレーニ

ングの一般市民に対する効果検証等を（一社）とうみ湯の丸高原スポーツコミッションや（公

財）身体医学教育研究所と連携して実施している。 

 

 

〔高原エリア：ワイナリー、芸術・文化観光資源〕 

標高 850ｍ～700ｍ 

 ヴィラデスト ガーデンファーム アンド ワイナリーをはじめ、市内に 12 軒のワイナリーがあ

り、個性的なワインの産地として注目を集めています。ワイナリーは市内に点在しており、観光

客が利用できる公共交通がないこともあり、当協会が窓口となり市内のワイナリーを巡るワイン

タクシーを運行している。また、ワイン用ブドウの栽培や収穫体験をグリーンツーリズムとして

商品化し、東御市ならではの体験として販売している。毎年 9月の第 1土曜日には、千曲川ワイ

ンバレーエリアのワイナリーや市内飲食店が出店するイベント「ワインフェスタ」を開催し、市

外から多くのファンが訪れる（来場者数：2,000 人）。また、近隣住民には新たな産業であるワイ

ンに親しんでいただく機会ともなっており、ワイン産業に対する認知の向上にも役立っている。 

日本最古の回し付き歌舞伎舞台や丸山挽霞記念館、芸術むら公園で開催される火のアートフェ

スティバル、天空の芸術祭といった歴史・文化観光資源については、保存・運営している地域団

体や行政と主にプロモーションの面で協力している。 
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〔準高原エリア・歴史的・文化的資源〕 

標高 500ｍ 

真田家の守護神「白鳥神社」、縁結び地蔵「媒（なかだち）地蔵尊」、木曽義仲挙兵の地「白鳥

河原」を含む北國街道「海野宿」（重要伝統的建造物群保存地区指定）は、市内の三大観光地のひ

とつとなっている。現在も住居となっており、人の営みを感じることができる「時の止まった静

けさの街」として、来訪者にはゆったりと宿場町の風情を楽しんでいただいている。地域の観光

振興として、海野宿資料館や玩具展示館の指定管理者でもある NPO 法人海野宿トラストの運営す

る観光ガイド、ひな祭り、にぎわい夏祭りなどの企画アドバイス、出店協力、プロモーション協

力を行っている。また宿場内のリノベーション施設海野宿滞在型交流施設うんのわの指定管理を

受け、観光案内所として運営している。 

東御市の主要駅である田中駅近くの田中商店街の中心市街地活性化協議委員会が実施する田中

まちなかハロウィンやお化け屋敷の際には、観光案内所も協力してくじ引き等のイベントを開催

し、地域全体で活性化に取り組んでいる。 
 

＜観光資源一覧＞ 

東御市を代表する観光資源 

山

岳

エ

リ

ア 

湯ノ丸山・烏帽子岳 

上信越高原国立公園の浅間山系西方に広がる湯ノ丸山・烏帽子

岳は、初心者も安心して登れるコースとして人気があり、多く

の登山客が訪れている。 

湯ノ丸山・ツツジ平 

「花高原」として親しまれる湯ノ丸山のレンゲツツジ大群落

は、国の天然記念物に指定され、初夏には“ひと目 70 万株”と

もいわれるレンゲツツジの鮮やかな朱色が山肌に広がる。 

篭ノ登山 

神の力を授かる「加護の塔」から名付けられたといわれる篭ノ

登山三山は、浅間山から富士山、八ヶ岳、北アルプスなど 360

度のパノラマが人気の登山ルートである。 

三方ヶ峰・見晴岳 

池の平湿原の南に位置し、高山植物の宝庫を楽しむトレッキン

グルート。高山植物の女王“コマクサ”の大群落を楽しむこと

ができる。 

池の平湿原 

標高 2,000ｍ、数十万年前の三方ヶ峰火山の火山原に広がる高層

湿原です。木道が整備され、多様な高山植物や貴重な高山蝶な

ども見られる。 

見晴コマクサ園・三方コマク

サ園 

三方ヶ峰登山ルートの中途南斜面と見晴岳山頂の南斜面、いず

れも標高 2,000ｍ付近で「高山植物の女王」コマクサの群落を見

ることができる。７月初旬には見ごろとなる。 

高

原

エ

リ

ア 

五郎の滝・五郎八（いろは）

の滝 

百体観音 60 番観音付近の五郎の滝。その昔、五郎という名の年

老いたムジナの伝説からその名がついた。その下の 55 番観音付

近の滝をいつしか女滝に譬え、二つの滝を巡ると恋愛が成就す

るとして人気のスポットになっている。 

百体観音石造町石 
新張から地蔵峠を越え、旧鹿沢温泉に行く主要地方道東御・嬬

恋線沿いに一番から百番まで１町ごとに祀られている。 

シナノキ・弘法大師のさかさ

杖 

百体観音 50 番観音脇の巨木で、その昔、この地で弘法大師が休

まれたとき、大地にさした杖がそのまま逆さに根付いたという

伝説がある。 

日本最古の歌舞伎回り舞台 
江戸時代の文化 14 年（1817 年）に建てられた現存する回り舞台

としては日本最古のものといわれている。 

雷電生家 
江戸時代、抜群の強さを誇り、勝率 9割 6 分 2厘とも伝わる天

下無双の力士「雷電為右衛門」の生家。 
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重要文化財 春原家住宅 

江戸時代の始めごろ建てられた大きな農家で、保存解体修理に

よって復元されたものです。当地方における古い民家建築とし

て注目されている。 

芸術むら公園 

標高 700ｍの八重原台地の高台に位置する自然探勝公園であり、

信州の山々をパノラマで見渡せる抜群のロケーションを有して

います。結いの高欄道がシンボリックに回遊し、芸術文化空間

の中でアウトドアライフを楽しむことができます。 

結いの高欄道 

園内の明神池池畔に 360ｍにわたって作られたブロンズ高欄は、

東御市出身の造形家・保科豊巳氏（東京藝術大学副学長）の環

境芸術作品であり、1992 年度日本建築美術工芸協会賞を受賞し

ています。 

芸術むら公園・登り窯 

八重原は奈良時代の須恵器文化ゆかりの地であり、文化財に指

定される古い登り窯跡「西峯古窯」にちなんで作られた登り窯

です。 

梅野記念絵画館ふれあい館 

明治の天才画家青木繁ほか、近代美術史上、才ありながら忘却

されつつある画家の研究・顕彰展示を中心に地域の作家の作品

群も展示する美術館。 

千

曲

川

流

域

・

市

街

エ

リ

ア 

東御中央公園 

桜の名所として楽しめる公園であり、広大な敷地内にテニスコ

ートやジョギングコース、アスレチックやロングローラースラ

イダーなどの運動施設、遊具が充実している。 

丸山晩霞記念館 
慶応 3年（1867）、現在の東御市祢津に生まれた画家・丸山晩

霞。郷土を代表する画家の不朽の名作が一堂に会する美術館。 

北国街道海野宿 

寛永 2年（1625）に北国街道の宿駅として開設された海野宿。

江戸時代の旅籠造りの建物と明治以降の蚕室造りの建物が調和

して伝統的な家並みを形成しており、「重要伝統的建造物群保存

地区」に選定されている。 

白鳥神社 

白鳥神社は、日本武尊の伝説を縁起とする神社で、信州は北国

街道の宿場「海野宿」（現在の長野県東御市本海野）の産土神社

でもあると共に、海野氏、また真田幸村で有名な、真田氏の氏

神として祀られた歴史のある神社。 

媒地蔵尊 

通称「縁結び地蔵」。加賀藩の前田公が参勤交代の道中にお参り

したところ、良縁に恵まれなかった御姫様が結婚できたという

霊験が伝わる。 

海野宿資料館 
奈良時代の海野郷の起こりから、中世・海野氏の解説、江戸期

の海野宿、明治期の養蚕・蚕種業の資料を展示している。 

海野宿玩具館 
なつかしい郷土玩具の展示館として、全国から集められた千余

点の民芸玩具が並んでいる。 

矢島行康記念館 

明治期に養蚕業振興に尽力した矢島行康の邸宅。平田篤胤の養

子・鉄胤の門下で岩倉具視とも親交があり、蚕種製造に力を注

ぎ、地域発展の礎を築いた。 



（別添）様式１ 

11 

 

海野宿滞在型交流施設 

「うんのわ」 

歴史のふる里を想わせる静かな佇まいの海野宿にある「うんの

わ」は、明治期に建てられた蚕室造りの古民家を重厚な雰囲気

そのままにリノベーションした観光案内所。敷地を含む施設全

体が歴史的建造物であり、往時の魅力にふれる施設となってい

る。 

観光休憩・物産処 

「せせらぎ」 

海野宿内にある江戸期の古民家を活用し、観光案内と無料休憩

所を提供している。海野宿観光の起点として情報収集に便利な

スポット。 

中曽根親王塚古墳 

5 世紀前半に築造されたとみられる方墳で、県下最大、国内９番

目の大きさの墳丘です。東信州の古代史を塗り替えるかもしれ

ない重要史跡。 

足穂神社 

江戸期の村社で戸隠講の飯縄権現が祀られていました。真田信

之により松代へと移築された海野氏ゆかりの寺院「願行寺跡」

と推定される旧心光寺跡の周辺に位置する。 

興善寺 

海野氏の菩提寺。開基、海野幸棟を供養した「小太郎様の碑」

が守られている。墓碑手前の平石は「善淵王の御座石」と呼ば

れている。 

 

 

東御市を代表する観光施設・商業施設 

湯の丸高原ビジターセンター 

湯の丸高原の玄関口にあるビジターセンター。上信越高原国立公

園・湯の丸高原の自然や動植物の情報を展示・解説するほか、ト

レッキングルート案内、ネイチャーツアー受付をしている。 

池の平インフォメーションセンタ

ー 

池の平湿原の自然環境、貴重な動植物の情報を解説するネイチャ

ーマイスターが常駐し、体験プログラムなどのガイドも行ってい

る。 

湯の丸スキー場 
都心から最も近いパウダースノーエリアとして、初心から上級者

まで楽しめるスキー場。 

湯の丸キャンプ場 

バンガロー10棟、テントサイト数 70、炊事場施設、トイレ完備の

キャンプ場。日中は隣接する臼窪湿原の散策やトレッキング、夜は

満天の星空の下でキャンプファイヤーが楽しめる。 

道の駅「雷電くるみの里」 

江戸時代に天下無双と謳われた力士雷電為右衛門の生誕地と、日

本一のくるみの産地であることから名付けられた道の駅。特産品

の巨峰・くるみなど新鮮な地元農産物が人気であり、市内外から

多くの方が訪れる。 

浅間高原カントリー倶楽部 

東部湯の丸ＩＣから約 10 分、烏帽子岳山麓に広がるこのゴルフ

場は、八ヶ岳・北アルプスを 360 度で一望でき、雄大な自然に抱

かれた景観美あふれるコースが魅力の高原コースとなっている。 

温泉（日帰り・宿泊施設） 

市内には、浅間烏帽子火山群の恩恵により、奈良原温泉、金原温

泉、みずほ温泉、千曲川温泉、布下温泉、八重原温泉の６つの源

泉を有しており、登山客からスキーヤー、温泉を目当てに訪れる

観光客に至るまで幅広く楽しむことができる。 



（別添）様式１ 

12 

 

OH！LA！HO BEER 
国際ビール大賞、ジャパン・アジア・ビアカップなど数々の賞を

受賞し、国内外から高い評価を得ているクラフトビール工場。 

ヴィラデスト ガーデンファーム 

アンド ワイナリー 

2003 年に東御市初のワイナリーとして、エッセイスト・画家の玉

村豊男さんが開業したワイナリー。市特有のテロワールが上質の

ワインを育むことなどから、伊勢志摩サミットでは晩餐会のワイ

ンに選定されるなど、市内外で注目されている。 

アルカンヴィーニュ 

2015 年に開業したワイナリーで、自社ブランドのほか新規就農者

からの委託ワインを醸造している。栽培・醸造・ワイナリー経営

を学ぶワインアカデミーを開催しており、全国からワイナリー経

営を目指す人たちが集まっている。 

リュードヴァン 

ワイン用ぶどう栽培の適地を求め、市内の耕作放棄地を開墾して

2010 年自社蒸留所とカフェ＆レストランをオープンさせたワイナ

リー。ワインと共に生きていたいという作り手の思いが優れたワ

インを生み出している。 

はすみふぁーむ＆ワイナリー 

新しい農業のビジネスモデルとなるべく、ぶどう作りから加工、

販売までを一貫して手がける６次産業のパイオニアを目指すワイ

ナリー。上田市に直営アンテナショップを開設している。 

東御ワインチャペル 

10 年以上教会として使われていた建物を改装したレストラン。市

内はもちろん千曲川ワインバレーの各種ワイン取り揃えたレスト

ランでは、シニアソムリエのマダムとシェフの地元食材を活かし

たオリジナル料理とのマリアージュが楽しめ、周辺市町村からも

訪れる、街なかのランドマーク的ワインレストランとなってい

る。 

湯楽里館ワイン＆ビアミュージア

ム 

 

ワイン&ビアミュージアムは東御市を始めとした千曲川ワインバ

レーのワインを知り、体験していただく施設として誕生した。館

内には、ワインの試飲コーナーや展示エリアがあり、専属のワイ

ンコンシェルジュも常駐している。ワインの飲み比べを楽しんだ

り、近隣ワイナリーについてより深く知っていただくことができ

る施設となっている。 

 

田中商店街 

 

しなの鉄道田中駅前周辺を中心とする北方約 310m、東方約 450m

にかけて形成されている商店街。以前は宿場町であった北国街道

田中宿が発展し、形成された東御市で最大の商店街。明治時代に

宿場機能が失われてからは製紙業、1938 年（昭和 13 年）頃には

特に繭糸の集荷などの栄えを経て現在に至る。 

北国街道海野宿内の商業店舗 

江戸期、明治期の歴史的建造物が大切に保存されている海野宿内

には、街道筋 650ｍの範囲に、そば屋などの飲食店や雑貨店、ガ

ラス工房、土産店などが立ち並ぶ。 

観光農園（ぶどう狩り・りんご狩

り） 

東御市は巨峰の一大産地であるほか、果樹栽培も盛ん。和地区を

中心に観光農園が点在し、県外からの来訪者も多い観光施設とな

っている。 

アトリエ・ド・フロマージュ 

1982 年創業以来、原料と製法にこだわり、最高品質の乳製品を世

に送り出している信州で始めての手づくりチーズ工房。フランス

トゥールで開催された 2015 年国際ナチュラルチーズコンテスト

で最高賞のスーパーゴールドを受賞するなど、多数の受賞商品が

ある。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E4%B8%AD%E9%A7%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E5%9B%BD%E8%A1%97%E9%81%93_(%E4%BF%A1%E8%B6%8A)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E5%9B%BD%E8%A1%97%E9%81%93_(%E4%BF%A1%E8%B6%8A)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E4%B8%AD%E5%AE%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/1938%E5%B9%B4
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東御市を代表する特産品、名産品 

巨峰 

巨峰栽培は、昭和 31 年から導入され農業の機関作物として取り

組まれてきた。特に、昭和 37 年からの各種事業により、団地造

成と巨峰部会を中心に栽培技術の研究、共同出荷体制の推進、ま

た畑地灌漑により、全国有数の巨峰ぶどう産地となっている。 

くるみ 

くるみ栽培に適した気候風土から歴史は古く、明治始めから導入

され、大正時代には本格的に栽培されるようになり「日本一のく

るみの里」を形成している。近年ではくるみのα‐リノレン酸が

注目されている背景から全国的に有名になっている。 

白土馬鈴薯 

その肌の白さから「白土馬鈴薯（はくどばれいしょ）」「白いも」

と呼ばれている。強粘土質の土壌で昼夜の温度差が大きく、降水

量が少ないなどの環境が、デンプンと旨味をたっぷりたくわえた

おいしいジャガイモを育んでいる。 

スイートコーン 

本市特有の気候風土がもたらすスイートコーンは、さわやかな甘

さと非常にやわらかい粒皮が特徴であり、全国的に注目されてい

る。 

八重原米 

水資源の乏しい八重原台地に、江戸時代初期に開削された総延長

50 数キロにも及ぶ用水路が、蓼科山から湧出する豊富なミネラル

水を運び、また本市特有の昼夜の寒暖差と強粘土質の肥沃な土壌

により、香り豊かで冷めても美味しい最上級米を育んでいる。 

東御ワイン 

降水量が少なく日照時間が長い気候と、水はけが良く土壌の質が

ワイン用ぶどうの栽培に適している東御市。とりわけ欧州系品種

の栽培に適しているといわれており、シャルドネ、メルロー、カ

ルベネ・ソーヴィニオン、ピノ・ノワールなどから生み出される

上質なワインは、国際的にも高い評価を得ている。 

戌立高原そば 

 

湯の丸高原を背に、標高 700ｍ以上の高原冷地が広がる原口そば

の里は、昼夜の寒暖の差が大きく霧が多いという地域特有の気候

条件が香り高いそばの実を育んでいる。 

信州黄金シャモ 

 

信州黄金シャモは「シャモ」と「名古屋種」の在来種を掛け合わ

せて作られた、信州生まれのブランド地鶏。とや原ファームで

は、信州黄金シャモを健康で安全に飼育するため、のびのび育て

るような広い鶏舎で、薬品に頼らず、時間をかけて、愛情をこめ

て育てている。 

信州プレミアム牛 

長野県産トップブランド「信州プレミアム牛」の生産者

である牧舎みねむらでは、牧舎で生まれた子牛から出荷

まで一貫飼育している。ふるさと納税でも人気の商品。 

 

東御市を代表するイベント、お祭り 

湯の丸高原・スキー子どもの日 

（１２月～３月） 

毎月第 1・3 日曜日を「スキーこどもの日」と定めたキッズイベ

ント。小学生以下の子供はリフト無料でスキーを楽しむことがで

きる。 
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海野宿ひな祭り 

（２月～３月） 

北国街道海野宿の街道沿いの家々に雛人形を飾り、格子越しから鑑

賞できる。イベント最終日前夜には、街道沿いを行灯でライトアッ

プし、冬の街道を彩る。 

湯の丸スキー大会 

（３月） 

過去 59 回を数える伝統あるスキー大会で、小学生から壮年まで

16 部門、12 階級に分かれて開催されるジャイアントスラローム

大会。 

湯の丸ボード大会 

（３月） 

過去 20 回を数えるボード大会。男女各 2 クラス、年齢別カテゴ

リーで競技が行われている。 

祢津東町歌舞伎公演 

（４月） 

有形民俗文化財である東町の歌舞伎舞台で毎年 4 月 29 日に歌舞

伎上演が行われている。東町歌舞伎保存会を中心に、地元小学校

の歌舞伎クラブの生徒が民話・伝説を児童劇として上演します。 

雷電くるみの里・雷電まつり 

（５月） 

天下無双の名力士雷電為右衛門の生誕地を祝って毎年開催される

イベントで、子ども相撲大会や各種ステージ発表などを楽しむこ

とができる。 

湯の丸高原山開き 

（６月） 

湯の丸高原の夏山シーズンの入りを告げる山開きで、浅間・烏帽

子火山群の平穏と登山者の安全を祈願している。山開き以降、ネ

イチャーマイスターが池の平湿原に常駐する。 

湯の丸高原つつじ祭り 

（６月） 

6 月下旬、ひと目 70 万株ともいわれる天然記念物のレンゲツツジ

が咲き誇る時期に合わせ、湯の丸高原第１ゲレンデの特設会場で

開催されるお祭り。ステージ発表や特産品の販売、抽選会などを

行っている。 

祢津祇園祭 

（７月） 

西宮区と東町区のけんか神輿で知られ、江戸時代から続く伝統の

お祭り。担ぎ手たちの威勢のよいかけ声とともに、神輿が両区内

を巡り、午後９時には東町・西宮双方の神輿がぶつかり合う勇壮

なお祭りとして知られている。 

田中祇園祭 

（７月） 

午後 2時半から 9時まで商店街が歩行者天国になり、子ども神輿

や、パントマイム・すいか割り・その他様々な催しがある。夕方

からは、地区神輿が商店街を巡る。 

海野宿にぎわい夏祭り 

（７月～８月） 

国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている東御市本海野

の海野宿を会場に、マルシェや街道筋の軒下に連なる風鈴の音

色、イベント開催日の夜に打ち上げられる花火が魅力です。 

金井の火祭り 

（７月） 

金井地区の伝統的な火祭りです。1742（寛保 2 年）8 月に千曲川

流域で発生した大洪水により亡くなった人の供養と五穀豊穣、無

病息災を祈ったもの。 

出場の火祭り 

（７月） 

東御市のほぼ中心に位置する出場地区の火祭り広場で開催される

雨乞いと虫送りの伝統的な火祭り。投げ松明、振り松明の後は、

大松明への火付けの攻防戦が行われる。 

雷電まつり 

（８月） 

毎年 8月第 1週の土曜日に開催される市民祭り。歌やダンスのス

テージや各種イベント、露店が揃い賑わう。祭りのクライマック

スには老若男女の踊り手が田中商店街を練り歩く。 

田中花市 

（８月） 

田中商店街で開催される花市で、お盆の飾り物や生花の販売の他

にも露店が出店する田中の夏の伝統行事。花市ジャズライブなど

の催し物もあり、多くの人で賑わう。 

みまきニュードカンコ 

（８月） 

毎年お盆の 14 日、北御牧地区では夏祭りが開催される。地元団

体によるステージや遊びの広場、軽食の販売、花火大会などが行

われる。 
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とうみワインフェスタ 

（９月） 

東御ワインクラブ主催のワインイベントであり、田中駅近くの特

設会場で毎年開催されます。市内のワイナリーなどが出店し、千

曲川ワインバレーのワインやクラフトビール、地元食材を楽しむ

ことができる。 

巨峰の王国まつり 

（９月） 

東御を代表する巨峰をテーマとした収穫祭。巨峰の直売はもちろ

ん、地元農産物、特産物、加工品等の販売や、遊びのコーナー、

ステージなど多彩な催しが魅力。 

火のアートフェスティバル 

（１０月） 

芸術むら公園一帯で開催される自然とアートをテーマとしたイベ

ント。満天の星空に真紅の炎が鮮やかに映し出される登り窯の焼

成、陶器市・クラフト市や芸術のワークショップなどアートをテ

ーマとした多彩な催しが行われる。 

天空の芸術祭 

（１０月） 

八重原台地と御牧原台地を中心に「北御牧」地区と海野宿で開催

されるアートイベント。メイン会場となる芸術むら公園では祭典

のキックオフとして火のアートフェスティバルが開催される。 

街なかハロウィン 

（１０月） 

中心市街地の田中駅前、田中商店街をイベントフィールドに使っ

たハロウィン・フェスティバル。子どもから大人までちょっとし

た仮装でも気軽に参加できる。 

湯の丸高原冬山安全祈願祭 

（１１月） 

湯の丸スキー場の本格稼動を前に、冬山の平穏と来訪者の安全を

祈願する神事。第一リフトでテープカットが行われ、プレオープ

ンを迎える。 

海野宿ふれあい祭り 

（１１月） 

旧北国街道海野宿で白鳥神社の秋の例大祭に併せて開催される祭

典。時代衣装行列や浦安の舞の奉納、人力車など多彩な催しのほ

か、名物「くるみおはぎ」「海野ほうとう」を目当てに大勢の方

で賑わう。 

滋野くるみ祭り 

（１１月） 

道の駅「雷電くるみの里」で開催されるくるみの収穫祭。取れた

てのくるみの販売やくるみおはぎの試食、くるみ料理のコンテス

トなど、日本一のくるみの里ならではの催しが開催される。 

湯の丸スキー大会 

（３月） 

毎年３月の第１日曜日に、湯の丸スキー場で開催されるスキー大

会。小学生からシニア部門まで幅広い層を対象に開催しており、

関東エリアからも多数出場される。 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

 

（１）域内分布図 

宿泊施設は郊外に広く分布しているのが特徴。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）宿泊施設名称及び収容人員 

宿泊施設は郊外に点在しており、近年は民泊や一棟貸しのゲストハウスといった施設の開業が

増加している。①湯の丸高原ホテルの収容人数が最大で、280 名となっており、小・中規模の宿泊

施設が多くなっている。 

 
【山岳エリア】 

施設名 収容人員 施設名 収容人員 

① 湯の丸高原ホテル 280 ⑥奈良原温泉・あさま苑 40 

② ぎんれい荘 100 ⑦湯の丸高原荘 112 

③ シティオス地蔵 100    

④ ロッジ花紋 30   

⑤ 西川ペンション 27 計 689 

③  

⑯  

⑫  

⑧  

⑮  

⑰  

⑬  

⑭  

⑥  

①  ⑤  

⑨  
⑦  

⑩  

④  

②  

⑪  

⑱  
⑲  

⑳  

㉑ 
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【高原エリア】 

施設名 収容人員 施設名 収容人員 

⑧ 大田区休養村とうぶ 210 ⑬ アートヴィレッジ明神館 48 

⑨ 清水さんの家（民泊） 8 
⑭ 芸術むら公園コテージ 

（5棟） 
40 

⑩ 農の家 6 ⑮ 御牧原てらす 5 

⑪ たんぽぽ You 農 4 ⑯ Glass＆grass（民泊） 5 

⑫ ペンションさゆ～る 16   

  計 342 

 

【準高原エリア（千曲川流域）】 

施設名 収容人員 施設名 収容人員 

⑰ 海野宿滞在型交流施設 うんのわ 8 ㉑ Nagano branch（民泊） 6 

⑱ きじま荘 15   

⑲ 布引観音温泉 36   

⑳ おみやど（民泊） 8 計 73 

 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

東御市は、首都圏から見て長野県の玄関口である東信州に位置しており、市街地ゾーンを形成

する千曲川に並行して、しなの鉄道、国道 18 号線、上信越自動車道、主要地方道上田小諸線（浅

間サンライン）、千曲川左岸広域農道（千曲ビューライン）といった主要交通網を有し、首都圏か

らのアクセスに恵まれた地域となっている。 

 市の中心市街地の北部に位置する上信越自動車道東部湯の丸ＩＣは、関越自動車道練馬ＩＣか

ら車でおよそ１時間３０分の距離にあるほか、北陸新幹線を利用しても東京駅から１時間３０分

程度とほぼ変わりなく、首都圏からのアクセスは極めて良好な立地条件を有している。 

  
  鉄道：    東京駅 －（ＪＲ北陸新幹線）－ 上田駅 －（しなの鉄道）－ 田中駅 

  高速バス：  新宿・池袋・立川 － 東部湯の丸ＩＣ又は東御市役所前 

  車：     練馬ＩＣ －（関越自動車道）－藤岡ＪＣＴ－（上信越自動車道）－ 東部湯の丸ＩＣ 

  

 市内の交通網は、通勤通学に利用されている定時定路線バスの他、予約制相乗りタクシーであ

るデマンド交通が市内全域を網羅しています。 

一方、鉄道を利用して本市へ訪れた方の交通手段がタクシーに限定されてしまっており、自家

用車を利用した来訪が多いことの一旦ともなっていると考えられる。ワイナリー訪問には、域内

の二次交通の整備が必要なことから、ワインタクシーを整備しているが、回遊性向上のためには

より安価な交通手段が望まれる。 

 

 

【外国人観光客への対応】 

コロナ以前は、主に台湾・中国等のアジア圏からの外国人観光客が、冬季の湯の丸高原スキー

場及び歴史的・文化的資源である旧北国街道「海野宿」に訪れていたが、千人弱と極めて少ない

のが実態。平成 28 年度に本市最大の観光資源である湯の丸高原をはじめ主要観光資源 5箇所に、
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東御市により無料公衆無線 LAN 環境が整備され、平成 30 年度には、多言語観光紹介サイト

「Guidoor」（8言語）を開設した。令和元年度にはボランティアグループおもてなしネットワーク

が開設した東御市内の観光紹介サイト（6言語）の制作・運営協力を行った。 

平成 30 年度にはしなの鉄道と台湾鉄路管理局が「友好協定」を締結した際、双方に「田中」と

いう同名駅があることから、両駅の「姉妹駅協定」も締結。その後駅構内における 2言語歓迎バ

ナー設置に始まり、台湾からのマスコミファムトリップの受け入れ、台湾メディアと協力した動

画配信など、特に台湾向けに注力してしなの鉄道及びしなの鉄道インバウンド連絡協議会と協力

してプロモーションを行った。 

 

  

 

 

３. 各種データ等の継続的な収集･分析 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

・旅行消費額 

・有料コンテンツの体験有無 

 

経済効果の指標として把握する

ほか、観光客の市内での行動の

分析とニーズの把握のため 

市内来訪者に対し、留め置きの

アンケート方式により実施（来

訪者満足度調査） 

・延べ宿泊者数 

・宿泊施設定員稼働率 

経済効果の指標として把握する

ほか、観光客の宿泊前後の周遊

動向を把握して市内観光資源の

満足度、再来訪の意向を調査

し、観光地域づくりへつなげる

ため 

宿泊施設からの実績データ収集 

・来訪者満足度 

・再来訪意向 

市内観光の質の向上及び、ファ

ンとリピーターの獲得のため 

市内来訪者に対し、留め置きの

アンケート方式により実施（来

訪者満足度調査） 

・リピーター率 
市内観光の満足度の調査、ファ

ンとリピーターの獲得のため 

市内来訪者に対し、留め置きの

アンケート方式実施（来訪者満

足度調査） 

・情報収集源 
効果的・効率的なプロモーショ

ンを行うため 

市内来訪者に対し、留め置きの

アンケート方式により実施（来

訪者満足度調査） 

・地域、市内滞在日数 

経済効果の指標として把握する

ほか、観光客の宿泊前後の周遊

動向を把握して市内観光資源の

満足度、再来訪の意向を調査

し、観光地域づくりへつなげる

ため 

市内来訪者に対し、留め置きの

アンケート方式により実施（来

訪者満足度調査） 

・体験プログラム利用者数 

有料体験コンテンツのニーズの

把握及び、市内での観光客の行

動把握により、東御市のファン

とリピーターを獲得するため 

グリーンツーリズム、海野宿ガ

イド、湯の丸高原トレッキング

ガイドの実施件数を収集 

・WEB サイトのアクセス状況 

観光情報収集の状況を把握し、

提供するサービス、商品の向上

に取り組むため（PV 数） 

Google アナリティクスによる調

査 



（別添）様式１ 

19 

 

・三大観光地利用者数 

 

経済効果を把握するための基礎

データ、観光施策による効果を

測定するため 

東御市による収集 

 

４. 戦略  

（１）地域における観光を取り巻く背景 

東御市では、キャンペーンやイベントを中心とした観光振興施策から、平成 29年の DMO 候補法人

登録を経て、地域の自然環境や景観、地域が大切にしてきた伝統や文化、新たな産業などに触れて

体験する体験型観光の推進へと転換を図り、令和 3年度には本登録となった。候補法人登録後、来

訪者の動向や観光消費額、ニーズの把握等に努めてきたが、コロナ禍もあり観光客数は伸び悩む厳

しい現状となっている。観光消費額の点でも、長野県、上田エリアと比較して日帰り、宿泊共に一

人あたりの単価が低い傾向にあり、観光による地域経済へのインパクトは依然として低い状況にあ

る。 

また、市内宿泊施設の稼働率は県内でも最低水準であり、市内公共交通の不足のほか、プロモー

ション不足、受け入れ体制の整備といった点で課題も多い。 

一方で、湯の丸高原における高地トレーニング施設の開設やふるさと納税の増加、大規模なワイ

ン用ブドウ圃場の開設、新たなワイナリーの開業といった、話題性のあるトピックも多く、認知度

の向上に追い風となっている。 

東御市は都心から近く、満足度調査によるリピーター率も向上傾向にある。With コロナ時代には

密を避け、郊外や屋外での癒しを目的とした旅行やリモートワーク、ワーケーションが増加してい

る。令和 4年度には湯の丸高原に新たにワーケーション施設も開設される予定であり、それらを好

機ととらえ、目的志向型の個人旅行を主なターゲットとして、区域の事業者や住民と力を合わせて

取り組むことにより、観光交流人口を“関係人口”へと拡大させ、地域の特産品を生かした物の開

発などと併せて、地域経済の活性化にも繋げる観光地域づくりを更に推し進めていくこととする。 

 

 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 
内

部

環

境 

強み（Strengths） 

 

･自地域で積極的に活用できる強みは何

か？ 
・ 降水量が少なく、晴天率の高さと日照時

間の長さが全国トップクラスである 

・ くるみの生産量が日本一 

・ 巨峰やワイン用ぶどうなど、日本有数の

ブドウ栽培の適地である 

・ 市内にワイナリーが 12軒あり、小規模の

個性的なワイナリーが多い 

・ 標高差 1500ｍの優れた農山村景観 

・ 都心から 2 時間程度で移動が可能な立地

弱み（Weaknesses） 

 

･自地域で改善を必要とする弱みは何

か？ 
・ 知名度不足 

・ 情報発信不足 

・ 観光資源への二次交通が不十分 

・ 宿泊稼働率が低い 

・ 地域食材を活かした飲食店が少ない 

・ 文化、歴史、芸術、産業を観光資源として

活かしきれていない 

・ 観光客を受け入れできるワイナリーが少

ない 



（別添）様式１ 

20 

 

条件 

・ 上信越高原国立公園に属し、湯の丸高原

や池の平湿原の山岳高原観光資源がある 

・ 国立公園内の山々は標高 2000ｍ級で初心

者も安心して登れる 

・ 湯ノ丸山には国の天然記念物であるレン

ゲツツジの大群落があり、池の平湿原は

高山動植物の宝庫として知られている 

・ 標高 1750ｍの湯の丸高原に、高地トレー

ニング施設がオープン 

・ 日本の道百選に選定されている北国街道

「海野宿」 

・ 海野宿は「重要伝統的建造物群保存地区」

に指定 

・ 天下無双の力士「雷電為右衛門」生誕の地

である 

・ 身体医学研究所による健康増進体制が確

立されている 

・ 年間 55 万人のレジ通過者がある道の駅

「雷電くるみの里」 

・ 多様な泉質を楽しめる公共温泉施設が市

内に４つある 

 

・ 地域の特徴を生かしたお土産物の種類が

少ない 

・ 大人数を受け入れ可能な飲食施設が少な

い 

・ 子ども向けの施設が少ない 

・ インバウンド受入体制が整備不足 

・ 自動車道が中心となっており、自転車道

や歩行者道が整備されていない 

・ 地域独自の価値を地域全体で共有できて

いない 

・ 地域が主体的に来訪者の受入環境を整備

しようという意識が低い 

・ 地域にワイン文化が浸透していない 

・ ゴールデンルートの導線にない 

・ 郷土への愛着心、誇りが衰退傾向にある 

 

 

 

 

 

 

外

部

環

境 

機会（Opportunity） 

 

･自地域にとって追い風となる要素は何

か？ 
 

・ 湯の丸高原の高地トレーニングプールが

JOC（日本オリンピック委員会）認定競技

別強化センター（水泳競技強化センター）

に認定 

・ 湯の丸高原の高地トレーニング施設を利

用したトップアスリートの合宿受け入れ

による、知名度の向上 

・ ふるさと納税の増加 

・ 田舎暮らしや健康を求めるスローライフ

の浸透 

・ ワイナリーの増加 

・ 御堂地籍に約28ヘクタールのワイン用ぶ

どう生産団地でのブドウ育成 

・ ワーケーション、テレワークの浸透 

・ キャンプや軽登山といったアウトドアア

クティビティ人気の高まり 

・ 2024 年東御市誕生 20周年 

・ 2025 年海野宿開宿 400 年 

・ 2025 年雷電為右衛門没後 200 年 

脅威（Threat） 

 

･自地域にとって逆風となる要素は何

か？ 

 

・ 近隣市町村（上田、軽井沢）の圧倒的な

知名度と人気 

・ 日帰り旅行地としての認識 

・ 少子高齢化と人口減少の進行 

・ 進学や就職を機に市外へ転出したまま戻

らない若者 

・ 地球温暖化に伴う気候変動 

・ スキー人口の減少 

・ 近隣市町村に多数のワイナリーの開業 

・ 新型コロナウイルスによる観光客の減少 

・ 湯の丸高地トレーニング施設に対する市

民への説明不足 
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※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

※ターゲット層については、地域だけでなく、国・地域・世代・誘客のテーマ等の顧客の属性によ

る設定が考えられる。 

①（趣味嗜好）自然、ワイナリー、ヴィンヤードに癒しを求める 

②（居住地）首都圏在住の 

③（旅行の趣向）個人旅行、体験型旅行を好む 

④（旅行の期間）短期滞在者（日帰り～１泊） 

 

○選定の理由 

※４．戦略（１）・（２）の分析を踏まえたターゲット層の設定であることを説明すること。 

来訪者の多くが自然景観や自然とのふれあい、食の体験を目的として当市を訪れており、巨

峰などのぶどうをはじめ、しなのくるみやワインなどの農産物、加工品についても関心度が高

くなっています。ワインに関しては、飲食費、お土産購入費、交通費などの消費の可能性が高

く、グリーンツーリズム等の体験型コンテンツと組み合わせることで、地域への滞在時間の長

時間化、消費の増加を見込むことができます。また、約 28ha の荒廃地を再生した祢津御堂地区

ワイン用ぶどう団地でのぶどうの育成が始まり、新たなワイナリーの開業も予定されているこ

とから、話題性にも富み、来訪者の増加が見込めるため。 
 

 

○取組方針 

（例）満足度調査の充実などにより再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてター

ゲット層に強力に訴求するコンテンツを磨き上げる。 

  

湯の丸高原トレッキングガイドやグリーンツーリズムといった、当市の自然、農にふれあ

い、ワインと共に食をゆっくり味わう、ゆったりとした時間を過ごすことができるコンテンツ

を充実させ、体験をイメージしやすい動画などを活用したプロモーションを行います。特にワ

インを基軸とした体験型ツーリズムによって産業観光の付加価値を高め、他地域と差異を付け

ることで、消費行動の喚起につなげます。また、満足度調査から各コンテンツや施設の質の向

上にも努めます。 

 

 

○第２ターゲット層  

①（趣味嗜好）アウトドアアクティビティやスポーツに取り組む（健康志向の） 

②（居住地）首都圏在住の 

③（旅行の趣向）個人旅行、家族旅行をする 

④（旅行の期間）中期滞在者（2泊～4泊） 

 

○選定の理由 

本市最大の観光資源であり、最も来訪者が多い「湯の丸高原・池の平湿原」では、これまで

のトレッキング、スキー・スノーボードといったアウトドアアクティビティに加え、高地トレ

ーニング施設ができたことにより、ウォーキング、ランニング、水泳などのスポーツの受け皿

が整備されています。それにより、今後新たな層を取り込んだ来訪者の増加と消費の可能性が

見込めます。 
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○取組方針 

首都圏を中心に、東御市へのアクセスの良さや湯の丸高原の自然、施設の利点などのプロモ

ーションを強化し、満足度調査から更なる質の向上に努めます。（公財）身体教育医学研究所や

（一社）とうみ湯の丸高原スポーツコミッションと協力し、高地や自然環境における活動の効

果検証を元に、健康を意識した活動プログラムの提供を行います。 

また、道の駅雷電くるみの里でのお土産購入や市内飲食店、ワイナリーでの食事といった市

街地での観光コンテンツと結びつけることで、滞在時間の延長と消費の増加に努めます。 

 

 

○第３ターゲット層  

①（趣味嗜好）歴史を好む 

②（居住地）首都圏在住の 

③（旅行の趣向）個人旅行、体験旅行を好む 

④（旅行の期間）短期滞在者（日帰り～１泊） 
 

○選定の理由 

重要伝統的建造物群に指定されている北國街道海野宿は、当市の観光資源のひとつです。NPO

法人海野宿トラストによるガイドツアーも実施されており、個人旅行から団体旅行まで、多くの

観光客が訪れています。2019 年の台風 19 号被害により崩落した主要アクセス道である海野宿橋

が 2021 年度に復旧予定であり、2022 年には善光寺前立本尊御開帳が開催されます。 

 また、当市出身の江戸時代に活躍した力士「「雷電為右衛門」や歩き巫女（ノノウ）の里である

祢津地区、同地区に残る日本最古の回し付き歌舞伎舞台など、あまり広く知られていない史跡等

はプロモーションにより集客できる可能性があると考えます。 
 

○取組方針 

海野宿では NPO 法人海野宿トラストと連携し、ガイドツアーの質の向上、インバウンド向け

パンフレットの作成といった、プロモーションの強化に努めます。また、市の指定管理施設で

あるうんのわを中心に、定期的にイベント等を実施します。他の歴史資産についてはパンフレ

ットや散策マップを作成し、デジタルスタンプラリー等を用いることで、史跡巡りと地域の飲

食店やお土産物店とを連携し、消費の増加に努めます。 
 

 

○第４ターゲット層  

①（滞在地域）軽井沢へ訪れる 

②（居住地域）台湾・中国を中心とした東アジアの 

③（属性）外国人観光客 

 

○選定の理由 

 湯の丸高原スキー場では、新型コロナウイルスの影響に左右されますが、台湾・中国といっ

た東南アジア圏から訪れる来訪者があり、近年増加傾向にあることや、しなの鉄道と台湾鉄路

管理局が「友好協定」を締結した際、双方に「田中」という同名駅があり、両駅の「姉妹駅協

定」も行っていることから、新たなターゲットとして期待できます。 

 

 

○取組方針 

沿線インバウンド協議会と連携し、台湾向けのプロモーションを強化します。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 

①コンセプト ※他地域と明確に区別できる特徴・価値等を来訪

者に伝える表現を簡潔に設定すること。 

 

「標高差 1,500ｍの“テロワール”の恵み 食彩

の里」 

 

②コンセプトの考え方 ※地域が目指すべき姿を明確にし、そのために地

域ならではの産業、伝統、食、住、風習等やそこ

から導き出される区域の特徴（強み、価値）を、

①コンセプトにどのように反映させているかにつ

いて他地域との差別化も踏まえて記入すること。 

※（１）～（３）のデータ分析の内容を踏まえて

作成したコンセプトであることを説明すること。 

 

「標高差 1,500ｍのテロワール」 

 湯ノ丸山から北国街道「海野宿」に至る、標

高差 1,500ｍの河岸段丘に広がる東御市は、気

候・地勢・土壌の個性＝「テロワール」の恵み

よってもたらされる豊かな自然と農産物によっ

て、そこに住まう私たちの生活が維持されてき

たという歴史的背景があります。この地域特有

の優れた“個性”に磨きをかけることの意思を

表現しています。 

 

 

５. 関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整･仕組み作り、 

プロモーション  
 

項目 概要 

戦略の多様な関係者と

の共有 

※頻度が分かるよう記

入すること。 

※戦略の共有方法について記入すること 

（例）部会、ワーキンググループ、ＨＰ、事業報告書の説明会 

 

・地域の多様な関係者（宿泊事業者、東御市副市長、東御市商工会

長、（株）信州東御市振興公社取締役、JA 信州うえだ東御支所長、八十

二銀行田中支店長、東御ワインぶどう協議会長、地域の観光資源の関係

者）で構成する理事会を年に 3、4回開催しています。その中で、戦略

の共有、進捗状況、地域の社会情勢などの情報交換を行っています。 
 

・観光協会の会員である 130 社の事業者に対し、毎年度事業終了

後、行政も交えて、事業の経過説明及び来年度の事業計画、観光地域づ

くりの戦略について報告、意見交換を行う総会を実施しています。満足

度調査の結果についても共有しています。 

 

・市民や観光協会の会員に向けて、年に 1回タウンミーティングを

開催し、行政による観光ビジョンの説明、観光地域づくりについて

の啓発、地域の観光産業の状況の報告等を行っています。その場で
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意見交換をすることで、市民からの地域資源の情報提供も受けてい

ます。（令和 3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から未

実施） 

観光客に提供するサー

ビスについて、維持･

向上・評価する仕組み

や体制の構築 

来訪者満足度調査を継続的に実施することにより、地域ストーリ

ー・プログラムに対するユーザー意向や関心度・満足度を測定し、

これらに基づいてＰＤＣＡを回してサービスの維持・向上・評価を

行い、地域内の多様な関係者間で共有しています。 

 

観光客に対する地域一

体となった戦略に基づ

く一元的な情報発信･

プロモーション 

地域固有の暮らしや文化、歴史、産業にまで踏み込んで、本市の

魅力的な地域資源を一元的に収集して情報発信するプラットホーム

型の「観光情報ステーション」を運営しています。 

また、情報にアクセスしやすく、魅力的な HP づくりに努めてい

ます。また、Instagram や Facebook といった SNS、会員制のメー

ル配信（とうみファン倶楽部）、YouTube といったツールを活用し、

情報接触の機会を増やしています。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 

 

６. ＫＰＩ（実績・目標） 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※ 訪日外国人旅行者の数値については今後設定予定。 

 

 

 

指標項目  
2019 

（Ｒ１） 

年度 

2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年 

2022 

（Ｒ４） 

年 

2023 

（Ｒ５） 

年 

2024 

（Ｒ６） 

年 

●旅行消費額 

（億円） 

目

標 

60.6  37.9  43.0  45.0   45.0  47.5 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

実

績 

47.4 22.1 35.9    

（ ） （0） （ ） （ ） （ ）  

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

68.7   47.9   54.0   56.0    56.0 58.0 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

実

績 

59.9 19.9 34.8    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

70.0 70.9 71.6 72.3 72.3 74.0 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

実

績 

53.5 62.5 80.7    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

●リピーター率 

（％） 

目

標 

59.4 62.2 65.0 66.0 66.0 67.0 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

実

績 

64.8 70.9 66.9    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  
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目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

平成 28 年度に、東御市の観光地としての位置づけや認知度、市民の観光に対する意識等を調査

し、それを元に平成 29年度は満足度調査を実施している。平成 30 年度からは長野県で実施してい

る満足度調査と項目を合わせ、長野県全体、上田エリアとの比較ができるようにすることで、当市

の観光の位置づけも図ることができるようにしている。 

延べ宿泊数については、各施設への聞き取り調査を実施し、延べ宿泊数と合わせて稼働率も算出

し、観光庁が公表している全国や長野県全体の数値と比較している。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

平成 28 年度に実施した調査を基準として目標値を設定していたが、その後 3年間の実績、令和元

年度の台風 19号被害、令和 2年度の新型コロナウイルスの影響をふまえ、令和 2年度より再設定

をしている。令和 2年度、3年度は新型コロナウイルスの影響を大きく受けると想定し、更に下方

修正している。R6年度には当市誕生 20周年、ワイナリー新設等が予定されているため、5％の上昇

を見込んでいる。 

 

●延べ宿泊者数 

平成 27 年の 61千人を基準として目標値を設定していたが、その後 3年間の実績、令和元年度の台

風 19号被害、令和 2年度の新型コロナウイルスの影響をふまえ、下方修正している。観光消費額

と同様、R6 年度には上昇を見込んでいる。 

 

●来訪者満足度 

令和元年度に満足度が低下しているため、改善策を講じながら、平成 30年度を基準に、毎年 1％増

を目標値とし、実績を鑑みながら見直しも検討することとしている。 

 

●リピーター率 

目標値を上回る数値となっているが、R5 年は横ばいとし、R6 年に 1ポイントの上昇を見込んでい

る。 

 

 

 

（２）その他の目標 

指標項目  
2019 

（Ｒ１） 

年度 

2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年 

2022 

（Ｒ４） 

年 

2023 

（Ｒ５） 

年 

2024 

（Ｒ６） 

年 

●三大観光地利

用者数（万

人） 

目

標 

94.9 92.1 60.0 60.7 60.7 61.4 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

80.2 40.0 39.7    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●雷電くるみの

里レジ通過者数 

（万人） 

目

標 

60.2 38.8 45.1 48.5   51.5   54.5 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

48.5 44.5 38.1    

（ ） （0） （ ） （ ） （ ） （ ） 

●宿泊施設定員

稼働率 

（％） 

目

標 

30.4 19.8 22.3 23.0   23.0   24.6 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

24.8 8.0 17.1    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 
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※ 訪日外国人旅行者の数値については今後設定予定。（2023 年度以降） 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

市が実施している三大観光地利用者数を採用し、来訪者数の市域全体的な推移の指標としている。

市内の観光施設として利用者が多く、消費の動向も読み取ることができるため道の駅雷電くるみの

里のレジ通過者数も施設から入手することとしている。宿泊施設定員稼働率は延べ宿泊者数と合わ

せて施設から収集し、三大観光地利用者数や満足度調査と照らし合わせることで、来訪者の市内滞

在時間の把握に努めている。 

観光ウェブアクセス数を把握することで、情報提供の課題や改善策を検討することとしている。 

体験プログラム利用者数については、当市の観光の軸となる体験プログラムの利用者数を把握し、

目標値を定めることで地域観光づくりの指標となると考えている。 

三大観光地利用者数、道の駅雷電くるみの里レジ通過者数、宿泊施設定員稼働率、観光ウェブア

クセス数については、平成 29年の DMO 候補法人登録の際に独自の指標とすることを理事会で決定

した。体験プログラム利用者数については、以前より事業の実現状況の把握のためにデータを収集

していたが、令和 2年度より、ターゲット層やコンセプトに基づき目標値を定めることとした。 

 

 

【設定にあたっての考え方】 

●三大観光地利用者数 

市の総合計画を元に目標値を設定している。平成 30 年度の実績をもとに、年間約 1.2％増とし

て、目標値を設定している。（R5 年は新型コロナウイルスの影響を鑑み、横ばい） 

 

●雷電くるみの里レジ通過者数 

令和元年度の台風 19 号、令和 2年度の新型コロナウイルスの影響を踏まえ、再設定している。

令和 5年度には平成 30年度の実績に戻すことを目標としている。 

 

●宿泊施設定員稼働率 

令和元年度の台風 19 号、令和 2年度の新型コロナウイルスの影響を踏まえ、再設定している。

令和 6年度には平成 30年度の実績に戻すことを目標としている。 

 

●観光ウェブアクセス数 

  毎年度目標値を上回る実績となっている。市の観光ビジョン、直前 3年間の実績を踏まえ令和

24 年度から改めて目標値を再設定している。平成 30 年度の実績を基準値として、年約 10％増を目

標としている。 

 

●体験プログラム利用者数 

 新型コロナウイルスの影響を鑑み、体験プログラムの利用者数の目標値は下方修正している。 

 

● 

観光ウェブアク

セス数 

（PV） 

目

標 

520,500 749,000 824,000 906,500 997,150 1,096,865 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

719,545 617,001 687,297    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

●体験プログラ

ム利用者数 

（人） 

目

標 

500 100 500 1,100  1,100 1,300 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  

実

績 

1,629 0 628    

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）  
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７. 活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し  

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

（１）収入 

年（年度） 総収入（円） 内訳 

2019（Ｒ１）

年度 

51,125,000（円） （円） 

【国からの補助】                0  

【都道府県からの補助金】              1,400,000  

【市町村からの補助金】         16,200,000  

【都道府県・市町村等の負担金】      177,000 

【地方公共団体からの指定管理収入】   4,000,000 

【地方公共団体からのその他の受託事業収入】

21,354,000 

【会費収入】              3,085,000 

【収益事業収入】            4,127,000 

物販収入        1,442,000 

  旅行業収入      870,000 

  観光二次交通     592,000 

  観光ガイド収入    719,000 

セミナー参加費収入  504,000 

【その他雑収入】             782,000 

 

 

2020（Ｒ２）

年度 

79,474,000（円） （円） 

【国からの補助】                                0 

【都道府県からの補助金】                2,959,000 

【市町村からの補助金】                 15,184,000 

 

【地方公共団体からの指定管理収入】      4,000,000 

【地方公共団体からのその他の受託事業収入】                                    

43,074,000 

【会費収入】                            3,050,000 

【収益事業収入】                        10,933,000 

物販収入           988,000 

  駐車場収入            5,909,000 

  旅行業収入             2,265,000 

  広告宣伝収入           1,497,000 

【その他雑収収入】                274,000 

2021（Ｒ３）

年度 

53,454,000（円） （円） 

【国からの補助】                                0 

【都道府県からの補助金】                        0 

【市町村からの補助金】                  9,888,000 

【地方公共団体からの指定管理収入】      6,550,000 

【地方公共団体からのその他の受託事業収入】 

                                      22,400,000 

【会費収入】                            3,150,000 

【収益事業収入】                        10,901,000 

物販収入         2,014,000 
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  駐車場収入           6,287,000 

  旅行業収入            764,000 

  広告宣伝収入         1,836,000 

 

【その他雑収収入】                  565,000 

 

2022（Ｒ４）

年度 

45,548,326（円） （円） 

【国からの補助】                                0 

【都道府県からの補助金】                        0 

【市町村からの補助金】                 14,800,000 

【地方公共団体からの指定管理収入】      6,000,000 

【地方公共団体からのその他の受託事業収入】 

                                      12,200,000 

【会費収入】                            3,150,000 

【収益事業収入】                        8,800,000 

物販収入         1,500,000 

  駐車場収入           5,500,000 

  旅行業収入           1,500,000 

  広告宣伝収入           300,000 

 

【その他雑収収入】                  598,326 

 

2023（Ｒ５）

年度 

48,870,000（円） （円） 

【国からの補助】                                0 

【都道府県からの補助金】                        0 

【市町村からの補助金】                  9,800,000 

【地方公共団体からの指定管理収入】      6,000,000 

【地方公共団体からのその他の受託事業収入】 

                                      20,000,000 

【会費収入】                            3,150,000 

【収益事業収入】                        9,320,000 

 

物販収入         1,500,000 

  駐車場収入           5,500,000 

  旅行業収入           1,000,000 

  広告宣伝収入         1,320,000 

 

【その他雑収収入】                  600,000 

 

2024（Ｒ６）

年度 

48,870,000（円） （円） 

【国からの補助】                                0 

【都道府県からの補助金】                        0 

【市町村からの補助金】                  9,800,000 

【地方公共団体からの指定管理収入】      6,000,000 

【地方公共団体からのその他の受託事業収入】 

                                      20,000,000 

【会費収入】                            3,150,000 

【収益事業収入】                        9,320,000 

物販収入         1,500,000 
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  駐車場収入           5,500,000 

  旅行業収入           1,000,000 

  広告宣伝収入         1,320,000 

 

【その他雑収収入】                  600,000 

 

 

（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳 

2019（Ｒ１）

年度 

49,904,000（円） （円） 

【一般管理費】              19,023,000 

【情報発信・プロモーション】       4,906,000 

【受け入れ環境整備等の着地整備】     9,871,000 

【コンテンツ開発(観光資源の磨き上げ)】   855,000 

【その他】                15,249,000 

2020（Ｒ２）

年度 

 54,366,000（円） （円） 

【一般管理費】                          20,628,000 

【情報発信・プロモーション】           8,358,000 

【受け入れ環境整備等の着地整備】    10,701,000 

【その他】                14,679,000 

2021（Ｒ３）

年度 

52,588,000（円） （円） 

【一般管理費】                         19,144,000  

【情報発信・プロモーション】          11,849,000 

【受け入れ環境整備等の着地整備】    9,617,000 

【その他】               11,978,000 

2022（Ｒ４）

年度 

43,710,000（円） （円） 

【一般管理費】                         17,500,000 

【情報発信・プロモーション】          13,000,000 

【受け入れ環境整備等の着地整備】     8,500,000 

【その他】                4,710,000 

2023（Ｒ５）

年度 

46,000,000（円） （円） 

【一般管理費】                         19,000,000  

【情報発信・プロモーション】          13,000,000 

【受け入れ環境整備等の着地整備】     8,500,000

【その他】                5,500,000 

2024（R6）年

度 

46,000,000（円） （円） 

【一般管理費】                         19,000,000  

【情報発信・プロモーション】          13,000,000 

【受け入れ環境整備等の着地整備】     8,500,000

【その他】                5,500,000 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
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区域を構成する地方公共団体における宿泊税の導入、着地型旅行商品の造成･販売等の取組･方針を

記載 

 

①行政からの支援、委託 

 東御市からの公益事業に対する支援、広域連携事業や誘客ツールの作成、関係人口創出やスポー

ツツーリズムの造成といった事業を受託。 

 

②着地型旅行商品の販売 

本市特有の農山村資源の価値を活かした地域ツーリズム造成や地域の観光資源を活用した東

御市型グリーンツーリズムの充実による販売収入を拡大する。 

 

③指定管理収入 

 湯の丸高原ビジターセンターなど、公財施設の指定管理を受託。 

 

④施設管理収入 

 湯の丸高原池の平駐車場収入、観光情報ステーション管理運営受託。 

 

⑤会費収入 

 情報の一元的な発信、誘客ツールの作成・配布、会員間の情報共有の推進といった会員サー

ビスの充実により、会員数の拡大図り、会員収入の増加に努める。 
 

 
 

８. 観光地域づくり法人形成･確立に対する関係都道府県･市町村の意見 

 

※設定対象区域の都道府県及び市町村が、本法人を当該都道府県・市町村における観光地域づくり

法人として認める旨を含む意見を記入すること。 

 

長野県東御市では、東御市総合計画及び地方創生「まち・ひと・しごと総合戦略」に基づく観

光ビジョンの目的を達成するため、一般社団法人信州とうみ観光協会を地域ＤＭＯ法人として

登録したので、一般社団法人信州とうみ観光協会とともに申請します。 

 

 

９. 記入担当者連絡先 

 

担当者氏名 早川 一夫 

担当部署名（役職） （一社）信州とうみ観光協会 事務局長 

郵便番号 389-0516 

所在地 長野県東御市田中 279 番地  

電話番号（直通） 0268-62-7701（直通） 

ＦＡＸ番号 0268-62-7702 

Ｅ－ｍａｉｌ  info@tomikan.jp 

 

１０. 関係する都道府県･市町村担当者連絡先 
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都道府県･市町村名 東御市 

担当者氏名 荒井 宗武 

担当部署名（役職） 産業経済部 商工観光課 観光係長 

郵便番号 389-0592 

所在地 長野県東御市県 281 番地 2  

電話番号（直通） 0268-64-5895（直通） 

ＦＡＸ番号 0268-64-5881 

Ｅ－ｍａｉｌ kanko@city.tomi.nagano.jp 

 
 



項目
2019
（R1）
年度

2020
（R2）
年度

2021
（R3）
年度

2022
（R4）
年度

2023
（R5）
年度

2024
（R6）
年度

旅行
消費額
(百万円)

目標
6,060 3,790 4,300 4,500 4,500 4,750

( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 )

実績
4,747 2,211 3,597

( - ) ( - ) ( - ) (  ) (  ) (  )

延べ宿泊
者数
(千人)

目標
68.7 47.9 54.0 56.0 56.0 58.0

( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 )

実績
59.9 19.9 34.8

( - ) ( - ) ( - ) (  ) (  ) (  )

来訪者
満足度
(％)

目標
70.0 70.9 71.6 72.3 72.3 74.0

( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 )

実績
53.5 62.5 80.7

( - ) ( - ) ( - ) (  ) (  ) (  )

リピーター
率
(％)

目標
59.4 62.2 65.0 66.0 66.0 67.0

( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 ) ( 未設定 )

実績
64.8 70.9 66.9

( - ) ( - ) ( - ) (  ) (  ) (  )

法人名：一般社団法人信州とうみ観光協会

【区域】 長野県東御市
【設立日】 平成２９年９月1日
【登録日】 令和４年３月３１日
【代表者】 峯村 文博（会長）
【マーケティング責任者（CMO）】早川一夫
【財務責任者（CFO）】田母神禎子
【職員数】 ５人
（常勤５人（正職員２人、出向等２人）、非常勤１人）

【連携する主な事業者】 市、商工会、飲食店組合、
ワインぶどう協議会、工業振興会、地域振興公社、
観光開発事業者、鉄道・バス事業者、地方銀行、
とうみ湯の丸高原スポーツコミッション、各種住民
協議会及び保存会 等

（ 標高差1,500mの“テロワール”の恵み 食彩の里）

合意形成の仕組み

登録区分名：地域ＤＭＯ

※（）内は訪日外国人旅行者に関する数値

法人のこれまでの活動実績

戦略

実
施
体
制

観光関連事業者と戦略との整合性に
関する調整・仕組み作り、プロモーション

活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し

【主な収入】 （R3年）53,454千円（補助金9,888千円、受託事業
43,566千円等）
【総支出】 ５０百万円（一般管理費8百万円、事業費42百万円）
※2021年5期決算
【自律的・継続的な活動に向けた運営資金確保の取組・方針】
行政からの支援・委託、着地型旅行商品の販売、受託事業の促進（指定管理等）、
観光駐車場の運営、会費収入

マーケティング・マネジメントする区域

ＫＰＩ（実績･目標）

記入日： 令和４年１１月２０日

【主な観光資源】
〔山岳エリア〕湯の
丸高原、池の平湿
原、GMOアスリー
ツパーク湯の丸

〔高原エリア〕ワイ
ナリー、ワインフェ
スタ、観光農園、丸
山晩霞記念館、梅
野記念絵画館

〔準高原エリア〕北
國街道海野宿、田
中商店街

【該当する登録要件】 ①
【概要】・意思決定に関与する理事会の設置
構成員：宿泊事業者、行政、商工会、（株）信州東御市
振興公社、JA、八十二銀行等 頻度：年2、3回
・地域観光事業者や商工業者で構成する総会
構成員：宿泊事業者、飲食事業者、交通事業者、ワイ
ナリー等、全134社 頻度：年1回

【情報発信・プロモーション】
・一元的な情報発信
ホームページ、SNSによる、一元的な情報発信
・メール配信による情報発信
メーリングリスト（とうみファン倶楽部）による情報発信

【観光資源の磨き上げ】
・グリーンツーリズム事業
農業体験と食のマッチング商品の実施

・ヘルスツーリズム、スポーツツーリズム事業
高地トレーニング施設を活用したツアー造成

【受入環境の整備】
・観光二次交通の運営
ワインタクシーの受け入れ手配

・地域観光ガイド事業
湯の丸、海野宿のガイド育成、受け入れ

【主なターゲット】
①（趣味趣向）自然、ワイナリー、ヴィンヤードに癒し
を求める②（居住地）首都圏在住の③（旅行の趣向）
個人旅行、体験旅行を好む④（旅行の期間）短期滞
在者（日帰り～1泊）
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
来訪者の多くが自然景観や自然とのふれあい、食の
体験を目的として当市を訪れていることから、湯の丸
高原トレッキングガイドやグリーンツーリズムといった、
当市の自然や農にふれあい、ワインと共に食をゆっく
り味わう、ゆったりとした時間を過ごすことができるコ
ンテンツを充実させ、体験をイメージしやすい動画な
どを活用したプロモーションを行います。特にワインを
基軸とした体験型ツーリズムによって、観光産業の付
加価値を高め、他地域と連携することで消費行動の
喚起につなげます。また、満足度調査から各コンテン
ツや施設の質の向上に努めます。

多様な関係者との戦略の共有状況等
理事会、総会に加えて、市民や観光協会の会員に向け
て、年に1回タウンミーティングを開催し、行政による観
光ビジョンの説明、観光地域づくりについての啓発、地
域の観光産業の状況等の報告を行っています。その場
で意見交換することで、市民からの地域資源の情報提
供も受けています。


